
ている支部活動を通じて、

・地域が抱える生活課題を解決していくために、地域住民が主 幅広い世代の市民に対し、地域福祉の意識啓発や活動参加への

体的に課題解決に取り組む意識の醸成が必要である。 きっかけづくりを行っていく。

・地域の支えあい、助け合いを進めるために、地域活動の担い ・複合的な福祉の支援を必要とする市民に対して、福祉総合相

手を育成する必要がある。しかし、地域福祉の担い手である民 談窓口の周知を図り、適切な関係機関へのつなぎを実施し、連

生委員を確保することが難しい状況となっている。 携して問題の解決を図っていく。

・誰もが安心して福祉に関する相談をできるように、福祉総合

相談窓口の安定的な運用を行い、周知していく必要がある。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 5年 6月20日 作成部局名 健康福祉部 担当部局名 こども健やか部 環境経済部 市民生活部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

福祉総務課 福祉保健センター

03
共に生き、支え合い、安心して暮らせるまち

くらし安心課

市民課

協働推進課 児童青少年課

10
地域福祉の推進

文化スポーツ課

経済戦略室

地域のあらゆる住民が役割を持ち、支え合いながら、誰もが住み慣れた地域で安心して生き生きと暮らしていける地域づく

りを推進します。

地域福祉推進事業

福祉支援事業

西部福祉センター管理運営費

東部福祉センター管理運営費

新曽福祉センター管理運営費

上戸田地域交流センター管理運営事業

社会福祉推進事業

相談者を支援につなげた件 福祉総合相談窓口における相談件数
件 87 59 121 185

数 (延べ件数 )

民生委員相談件数 民生委員が相談を受けた件数
件 912 887 692 317

地域福祉の支援の満足度 支援に満足している市民の割合
％ 19.4 18.5 23 -

(市民意識調査 )

・単身世帯の増加や未婚率の上昇、少子高齢化や核家族化の進 ・誰もが安心して暮らすことができる社会の実現を目指して、

行などにより、地域コミュニティの希薄化が進んでいる。 第５期地域福祉計画を礎とし、社会福祉協議会や市民との協働

・子ども、高齢者、障がい者も含めた全ての人が認め合い、助 による施策を推進していく。

け合いながら、安心して暮らすことができる社会の実現に向け ・地域福祉の担い手の育成は、社会福祉協議会との連携を強化

て施策を展開する必要がある。 していくとともに、各地域で実施し



務委託などが望ましいかの検討を行う。また、人員配置については、再任用職員を含め適切な配置・運用を行っていく。

01 葬祭助成事業　（市民課）

葬祭助成事業

任
意

42,923 高齢化に伴う申請数増加により、事

43,576 業規模は拡大の見込みである。近隣

－ － ２ ○ Ｂ Ａ Ａ Ｂ Ｂ01 01 02 01 15 01 01 49,436 市における葬祭の負担軽減策や事業

葬祭主宰者の申請に基づき、 49,436 を取り巻く環境変化を注視しつつ、

１人につき一律５万円を助成 2,284 現行水準の助成を継続する。

02 社会福祉総務事業　（福祉総務課）

地域福祉推進事業

任
意

84,947 市民が地域社会で生き生きと暮らせ

88,401 るように、地域福祉活動の担い手を

－ － １ ○ Ａ Ａ Ｂ Ｂ Ａ01 01 03 01 01 02 01 89,707 育成・支援していく。

・地域福祉計画の進行管理を 89,686

行う。 16,840

福祉支援事業

任
意

2,401 福祉的な援助を行い、市民が安定・

3,436 自立した生活を送れるように支援し

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 01 03 01 01 02 02 3,558 ていく。

・一時的に住宅に困窮した市 3,123

民に住宅を提供する。 2,089

07 社会福祉推進事業　（福祉保健センター）

戸田

社会福祉推進

市

事業

任
意

17,569

施

民生委員や保護司活動

策

を支援するこ

18,2

評

15 とにより、市民の

価

個別具体的な課題

－ －

シ

１ ○ Ａ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ01 0

ー

1 03 01 01 07 0

ト

1 19,993 解消を

作

図っていく。

・地区民

成

児協の指導と連絡調 9

日

,413

整・研修及び

令

行事への参加・ 7,1

和

80

02 西部

 

福祉センター管理運営

5

費　（福祉総務課）

年 6

西部

月

福祉センター管理運営

2

費

任
意

37,201 今

0

後の施設の方向性や機

日

能のあり方

45,98

作

9 については、市民及

成

び時代のニーズ

－ ○ １

部

○ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01 01

局

03 01 06 02 01

名

47,301 を把握し

健

ながら、関係部局と協

康

力し

高齢者や多世代向

福

けの交流事 46,49

祉

3 て検討していく。

業

部

を実施し、「いこいの

担

室」 10,639

当部局名 こども健やか部 環境経済部 市民生活部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０５年度（事業費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０５年度（人件費総額） 令和０６年度 令和０７年度 令和０８年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

・福祉総合相談窓口は、適切な関係機関へのつなぎが実施され、福祉に関する様々な相談に
対応する体制が構築されており、目標値を大幅に達成した。
・民生委員相談件数は、コロナ禍の影響もあり、市民からの相談が減少し、目標が達成でき
なかった。

Ｂ
・地域福祉の支援の満足度は、目標値を達成している。
以上のことから進捗状況は予定通りである。

423,490 ↑ 435,692 ↓ 417,542 ↑ 419,944
今後の予算の方向性については、現在のところ大幅な増減はなく、現状維持となっているが、福祉総合相談窓口の委託規模を拡大する場合
には、事業費の増加を検討する。また、社会福祉協議会への助成については、事業内容や市との役割を整理し、引き続き助成内容の精査を
行う。各福祉センターは、老朽化が進んでいるが利用者が安全に利用できるように施設設備の点検を行い、計画的に修繕を実施する。

69,317 → 69,317 → 69,317 → 69,317
今後の人員の方向性については、現在のところ大幅な増減はなく、現状維持となっているが、新規事業や事業拡大などが発生した際には、
市による直営か業



祉

災害弔慰金の 65

部

01 災害援護資金

担

貸付金　（福祉総務課

当

）

部局名

災害援護資金貸付金

法

こ

定

0 ※予算編成用シー

ど

ト（評価除外事業

1 ）

も

－ － １ ○ － － － － 予0

健

1 01 13 02 01 0

や

1 01 1

自然災害によ

か

り、世帯主が負 1

傷を

部

負い、又は住居、家財

環

等 65

01 笹

境

目コミュニティセンタ

経

ー管理運営費　（協働

済

推進課）

部 市

（再掲）笹目コミュ

民

ニティセ

任
意

＜（再掲

生

）について＞

ンター管

活

理運営費 本事業は、他

部

の施策を主たる施策と

５

して構成する事

01 0

．

1 02 01 18 01 0

事

1 務事業ですが、一部

務

が本施策にも寄与する

事

ため「再

指定管理者で

業

ある笹目コミュ 掲の事

の

務事業」として、参考

検

に掲載しています。

ニ

討

ティ協議会による、セ

【

ンタ ※事業内容は、当

一

該事務事業評価シート

般

を参照

02 新

会

曽南多世代交流館管理

計

運営事業　（協働推進

】

課）

（

（

単

再掲）新曽南多世代交

位

流館

任
意

＜（再掲）に

：

ついて＞

管理運営事業

千

本事業は、他の施策を

円

主たる施策として構成

）

する事

01 01 02 0

事

1 18 02 01 務事業

務

ですが、一部が本施策

事

にも寄与するため「再

業

指定管理者制度の導入

評

により 掲の事務事業」

価

として、参考に掲載し

の

ています。

、より多く

結

の市民に施設を活 ※事

果

業内容は、当該事務事

担

業評価シートを参照

当

02 文化会館管

部

理運営費　（文化スポ

局

ーツ課）

の評

（再掲）文化会館管

価

理運営費

任
意

＜（再掲

大

）について＞

本事業は

事

、他の施策を主たる施

業

策として構成する事

0

中

1 01 02 01 17 0

事

2 01 務事業ですが、

業

一部が本施策にも寄与

事

するため「再

文化会館

務

の設置目的である市 掲

事

の事務事業」として、

業

参考に掲載しています

名

。

民の文化の向上と福

事

祉の増進 ※事業内容は

業

、当該事務事業評価シ

区

ートを参照

分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

03 東部福祉センター管理運営費　（福祉総務課）

東部福祉センター管理運営費

任
意

43,236 今後の施設の方向性や機能のあり方

52,265 については、市民及び時代のニーズ

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 03 01 06 03 01 52,701 を把握しながら、関係部局と協力し

高齢者や多世代向けの交流事 49,511 て検討していく。

業を実施し、「いこいの室」 10,704

04 新曽福祉センター管理運営費　（福祉総務課）

新曽福祉センター管理運営費

任
意

57,799 今後の施設の方向性や機能のあり方

56,803 については、市民及び時代のニーズ

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01 01 03 01 06 04 01 57,480 を把握しながら、関係部局と協力し

高齢者や多世代向けの交流事 54,680 て検討していく。

業を実施し、「いこいの室」 13

戸

,054

01

田

上戸田地域交流センタ

市

ー管理運営事業　（福

施

祉総務課）

策評価

上戸田地域交

シ

流センター管理

任
意

1

ー

00,039 誰が利用

ト

しやすい地域コミュニ

作

ティ

運営事業 107,

成

146 活性化の拠点と

日

して、適切に運営し

－

令

○ １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ａ Ｂ01

和

01 03 01 07 01

 

01 108,784 て

5

いく。

・上戸田地域交

年

流センター・ 108,

 

679

上戸田地域交流

6

広場とも指定 3,13

月

3

01 災害救

2

助費　（福祉総務課）

0日 作

災

成

害救助費

法
定

0 ※予算

部

編成用シート（評価除

局

外事業

4 ）

－ － １ ○ －

名

－ － － 予01 01 03

健

04 01 01 01 4

自

康

然災害により死亡した

福

住民 2

の遺族に対し、



祉

務事業」として、参考

部

に掲載しています。

守

担

等の施設管理業務全般

当

※事業内容は、当該事

部

務事業評価シートを参

局

照

01 プリム

名

ローズ管理運営事業　

こ

（児童青少年課）

ども

（再掲）プ

健

リムローズ管理運

任
意

や

＜（再掲）について＞

か

営事業 本事業は、他の

部

施策を主たる施策とし

環

て構成する事

01 01

境

03 02 05 01 01

経

務事業ですが、一部が

済

本施策にも寄与するた

部

め「再

事業目的を達成

市

するための各 掲の事務

民

事業」として、参考に

生

掲載しています。

種講

活

座等の実施。育児に関

部

す ※事業内容は、当該

５

事務事業評価シートを

．

参照

02 こど

事

もの国管理運営事業　

務

（児童青少年課）

事業

（再掲）こ

の

どもの国管理運営

任
意

検

＜（再掲）について＞

討

事業 本事業は、他の施

【

策を主たる施策として

一

構成する事

01 01 0

般

3 02 05 02 01 務

会

事業ですが、一部が本

計

施策にも寄与するため

】

「再

事業目的を達成す

（

るための各 掲の事務事

単

業」として、参考に掲

位

載しています。

種講座

：

等の実施。育児に関す

千

※事業内容は、当該事

円

務事業評価シートを参

）

照

01 青少年

事

育成事業　（児童青少

務

年課）

事業

（再掲）青少年の居場

評

所事業

任
意

＜（再掲）

価

について＞

本事業は、

の

他の施策を主たる施策

結

として構成する事

03

果

01 10 04 03 01

担

03 務事業ですが、一

当

部が本施策にも寄与す

部

るため「再

市内公共施

局

設に指導員を配置 掲の

の

事務事業」として、参

評

考に掲載しています。

価

して青少年の居場所と

大

して開 ※事業内容は、

事

当該事務事業評価シー

業

トを参照

中
事
業

事

R4決算額 R5計画

務

額 R6予算額
計（千円

事

） 事業費 386,11

業

5 415,836 42

名

8,965
うち一般財

事

源 365,849 39

業

5,966 411,0

区

24

事業の方向性： １

分

現状で継続　 ２拡大し

R

て継続 ３縮小して継続

4

　　　４他事業と統合

決

　　　５休止　　　６

算

その他見直し

７令和6

額

年度で終了 ８令和5年

強

度で終了 ９令和4年度

靱

で終了

化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 スポーツ施設管理費　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツ施設管理費

任
意

＜（再掲）について＞

本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 10 05 02 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

スポーツ施設予約システム管 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

理・運用、中町テニスコート ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

01 スポーツセンター管理運営費　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツセンター管

任
意

＜（再掲）について＞

理運営費 本事業は、他の施策を主たる施策として構成する事

01 01 10 05 03 01 01 務事業ですが、一部が本施策にも寄与するため「再

スポーツ施設の貸し出し、ス 掲の事務事業」として、参考に掲載しています。

ポーツ教室の開催 ※事業内容は、当該事務事業評価シートを参照

01 観光事業　（経

戸

済戦略室）

田市

（再掲）観光振興

施

事業

任
意

＜（再掲）に

策

ついて＞

本事業は、他

評

の施策を主たる施策と

価

して構成する事

01 0

シ

1 07 01 04 01 0

ー

1 務事業ですが、一部

ト

が本施策にも寄与する

作

ため「再

観光振興事業

成

の支援 掲の事務事業」

日

として、参考に掲載し

令

ています。

フィルムコ

和

ミッション事業 ※事業

 

内容は、当該事務事業

5

評価シートを参照

年

04 福祉保健セン

 

ター管理運営費　（福

6

祉保健センター）

月2

（再掲）福

0

祉保健センター管

任
意

日

＜（再掲）について＞

作

理運営費 本事業は、他

成

の施策を主たる施策と

部

して構成する事

01 0

局

1 04 01 01 04 0

名

1 務事業ですが、一部

健

が本施策にも寄与する

康

ため「再

①警備、清掃

福

業務及び設備保 掲の事



祉部 担当部局名 こども健やか部 環境経済部 市民生活部

５．事務事業の検討 【特別会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R4決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R5予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
6

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 交通災害共済事業　（くらし安心課）

交通災害共済事業

任
意

5,505 引き続き周知を実施していく。なお

4,997 、今後の事業の方向性等については

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 07 01 01 01 01 01 4,087 、加入者の推移を踏まえ、事業の見

加入しようとする者が掛金を △910 直しについても検討していく。

添えて申し込み、加入者が交 1,632

火災共済事業

任
意

1,328 引き続き周知を実施していく。なお

2,657 、今後の事業の方向性等については

－ － １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 10 01 01 01 01 01 2,640 、加入者の推移を踏まえ、事業の見

加入しようとする者が掛金を △17 直しについても検討していく。

添えて申し込み、火災により 1,632

戸田市 施策評

R

価

4決算額 R5計画額 R

シ

6予算額
計（千円） 事

ー

業費 6,833 7,6

ト

54 6,727
うち一

作

般財源 6,833 0 △

成

927

事業の方向性：

日

１現状で継続　 ２拡大

令

して継続 ３縮小して継

和

続　　　４他事業と統

 

合　　　５休止　　　

5

６その他見直し

７令和

年

6年度で終了 ８令和5

 

年度で終了 ９令和4年

6

度で終了

月20日 作成部局名 健康福


